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今後の水質基準等の見直しについて（案） 
 

１．経緯 

水質基準については、平成 15 年の厚生科学審議会答申（以下「平成 15 年答申」

という。）において、最新の科学的知見に従い、逐次改正方式により見直しを行うこ

ととされている。厚生労働省では水質基準逐次改正検討会を設置し、本検討会にお

いて、内閣府食品安全委員会の新たな健康影響評価等の知見等に基づき、水質基準

の見直しを行っているところ。なお、水質管理目標設定項目、要検討項目について

も、同様の考え方で見直しを行っている。 

 

平成 15 年 4 月 28 日 厚生科学審議会答申（厚科審第 5 号） 

Ⅰ．基本的考え方 

３．逐次改正方式 

 水質基準については、最新の科学的知見に従い常に見直しが行われるべきであり、世界

保健機関(WHO)においても、飲料水水質ガイドラインの 3 訂版では、今後は“Rolling 

Revision”（逐次改正方式）によることとし、従来のような一定期間を経た上で改正作業に

着手するという方式を改めるとしている。 

 我が国の水質基準においても、理念上は逐次改正方式によることとされているが、これ

を実効あらしめるためには、例えば、関連分野の専門家からなる水質基準の見直しのため

の常設の専門家会議を設置することが有益である。 

 

 

図 1．水質基準等の体系図 
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２．食品健康影響評価の結果を踏まえた見直し（案） 

内閣府食品安全委員会による食品健康影響評価の結果が既に示されているが、厚

生科学審議会生活環境水道部会において未検討のものは以下のとおり（いずれも農

薬類）。次表において、網掛けの部分は、現行評価値と異なる評価値が得られたこと

から、見直しを実施すべき項目とする。 

（食品安全委員会の評価内容の詳細については、参考のとおり。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

略号※1 項目 
食品安全委員会 

評価結果通知 

評価内容:ADI 

(mg/kg 体重/日) 

新評価値（案） 

※2 (mg/L) 

現行評価値 

(mg/L) 

対応方針 

（案） 

対-012 イソキサチオン H28.2.23 0.002 0.005 0.008 強化 

対-036 グリホサート H28.7.12 1 2.5 2 緩和 

対-080 フィプロニル H28.4.5 0.00019 0.0005 0.0005  

要-002 イミダクロプリド H28.7.12 0.057 0.1 0.1  

要-011 ブロマシル H28.5.17 0.019 0.05 - 新規設定 

他-037 シメコナゾール H28.2.23 0.0085 0.02 0.02  

他-046 チフルザミド H28.１.26 0.014 0.04 0.04  

他-050 テブフェノジド H28.5.17 0.016 0.04 0.04  

他-052 トリフルミゾール H28.5.17 0.015 0.04 0.04  

他-055 ニテンピラム H28.5.17 0.53 1.3 1.3  

他-056 パクロブトラゾール H28.9.6 0.02 0.05 0.05  

他-079 ボスカリド H28.9.27 0.044 0.1 0.1  

※１ 略号について 

対： 対象農薬リスト掲載農薬類 
要： 要検討農薬類 
他： その他農薬類 

※２ 新評価値について 

食品安全委員会が設定した ADI を用いて、1 日 2L 摂取、体重 50kg、寄与率 10％として

評価値を算出。 

 
 

ブロマシル（要-011）については、次回の厚生科学審議会生活環境水道部会にお

ける審議をもって新目標値を設定し、平成 29 年 4 月 1 日から適用する。 

 

イソキサチオン（対-012）及びグリホサート（対-036）については、次回の厚生

科学審議会生活環境水道部会における審議の後、パブリックコメント手続きを経て

新目標値を設定し、平成 30 年 4 月 1 日から適用する。 
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R
fD

）
は

設
定

す
る

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

。

③
農

薬
抄

録
 グ

リ
ホ

サ
ー

ト
（
除

草
剤

）
（
平

成
2
1
 年

4
 月

3
0
 日

改
訂

）
：
T
A

C
 普

及
会

、
2
0
0
9
 年

、
一

部
公

表
 ;
 農

薬
抄

録
 グ

リ
ホ

サ
ー

ト
（
除

草
剤

）
（
平

成
2
1
 年

2
 月

1
8
 日

改
訂

）
：
ピ

ラ
ー

キ
ム

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
2
0
0
9
 年

、
一

部
公

表
 ;
 グ

リ
ホ

サ
ー

ト
の

追
加

資
料

要
求

事
項

に
対

す
る

回
答

書
（
平

成
 2

4
 年

8
 月

）
：
T
A

C
 普

及
会

、
未

公
表

 ;
 グ

リ
ホ

サ
ー

ト
の

追
加

資
料

要
求

事
項

に
対

す
る

回
答

書
（
平

成
 2

4
 年

9
 月

2
0
 日

）
：
ピ

ラ
ー

キ
ム

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
未

公
表

 ;
 農

薬
抄

録
グ

リ
ホ

サ
ー

ト
（
除

草
剤

）
（
平

成
 2

4
 年

9
 月

2
0
 日

改
訂

）
：
ピ

ラ
ー

キ
ム

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
一

部
公

表
④

農
薬

抄
録

 グ
リ

ホ
サ

ー
ト

イ
ソ

プ
ロ

ピ
ル

ア
ミ

ン
塩

（
除

草
剤

）
（
平

成
2
0
 年

1
2

月
1
6
日

改
訂

）
：
三

井
化

学
ア

グ
ロ

株
式

会
社

、
一

部
公

表
 ;
 農

薬
抄

録
 グ

リ
ホ

サ
ー

ト
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
ア

ミ
ン

塩
（
除

草
剤

）
（
平

成
2
3
 年

1
0
 月

2
8
日

改
訂

）
：
三

井
化

学
ア

グ
ロ

株
式

会
社

、
一

部
公

表

資料2参考　- 2-



　
内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
: 
0
.0

0
0
1
9

m
g/

kg
体

重
/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌

雌
雄

：
H

t 
減

少
等

（
雌

雄
で

甲
状

腺
ろ

胞
細

胞
腺

腫
、

雄
で

甲
状

腺
ろ

胞
細

胞
癌

増
加

）

N
O

A
E
L

0
.0

1
9

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 0

.0
2
 m

g/
kg

体
重

亜
急

性
毒

性
試

験
イ

ヌ
9
0
 日

間
カ

プ
セ

ル
経

口
雌

雄
：
体

重
増

加
抑

制
等

N
O

A
E
L

2
1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

対
-
0
8
0

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

0
.0

0
0
5
(-

)

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

(農
薬

・
動

物
用

医
薬

品
評

価
書

第
２

版
)

H
2
8
.4

.5

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

投
与

に
よ

る
影

響
は

、
主

に
中

枢
神

経
系

（
痙

攣
等

）
、

肝
臓

（
重

量
増

加
等

）
及

び
甲

状
腺

（
重

量
増

加
等

：
ラ

ッ
ト

）
に

認
め

ら
れ

た
。

催
奇

形
性

及
び

生
体

に
お

い
て

問
題

と
な

る
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
に

お
い

て
、

雌
雄

で
甲

状
腺

ろ
胞

細
胞

腫
瘍

発
生

の
有

意
な

増
加

が
認

め
ら

れ
た

。
こ

の
変

化
は

、
本

剤
が

T
4
 胆

汁
中

排
泄

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

を
促

進
し

、
血

中
T
4
 濃

度
が

低
下

し
、

下
垂

体
の

T
S
H

 分
泌

が
促

進
さ

れ
て

甲
状

腺
ろ

胞
細

胞
を

刺
激

す
る

た
め

と
考

え
ら

れ
た

。
し

た
が

っ
て

、
腫

瘍
の

発
生

機
序

は
遺

伝
毒

性
に

よ
る

も
の

と
は

考
え

難
く
、

評
価

に
当

た
り

閾
値

を
設

定
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
繁

殖
試

験
に

お
い

て
、

出
生

率
低

下
等

が
認

め
ら

れ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

（
親

化
合

物
の

み
）
、

畜
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

及
び

代
謝

/
分

解
物

F
 と

設
定

し
た

。
各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

0
.0

1
9
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

0
0
1
9
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
フ

ィ
プ

ロ
ニ

ル
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
イ

ヌ
を

用
い

た
9
0
 日

間
亜

急
性

毒
性

試
験

の
2
.0

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

2
 m

g/
kg

 体
重

を
急

性
参

照
用

量
（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

フ
ィ

プ
ロ

ニ
ル

（
殺

虫
剤

）
（
平

成
2
2
 年

9
 月

1
0
 日

改
訂

）
：
B

A
S
F
 ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
、

一
部

公
表

 ;
 農

薬
抄

録
フ

ィ
プ

ロ
ニ

ル
（
殺

虫
剤

）
（
平

成
2
7
 年

4
 月

2
4
 日

改
訂

）
：
B

A
S
F
 ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
、

一
部

公
表
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内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
: 
0
.0

5
7
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌
投

与
雌

雄
：
甲

状
腺

コ
ロ

イ
ド

内
鉱

質
沈

着
の

増
加

等
　

(発
が

ん
性

は
認

め
ら

れ
な

い
)

N
O

A
E
L

5
.7

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 0

.1
 m

g/
kg

体
重

①
一

般
薬

理
試

験
②

一
般

薬
理

試
験

③
急

性
毒

性
試

験

①
マ

ウ
ス

②
ウ

サ
ギ

③
マ

ウ
ス

単
回

強
制

経
口

①
雌

雄
：
警

戒
性

・
運

動
性

低
下

、
運

動
失

調
等

②
雄

：
行

動
抑

制
、

瞳
孔

反
射

抑
制

等
③

雌
雄

：
運

動
性

低
下

、
一

過
性

の
振

戦
等

N
O

A
E
L

1
0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
D

I 
: 
0
.0

1
9
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌
投

与
雌

雄
：
体

重
増

加
抑

制
等

(発
が

ん
性

は
認

め
ら

れ
な

い
)

N
O

A
E
L

1
.9

6
1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 0

.2
 m

g/
kg

体
重

発
生

毒
性

試
験

ラ
ッ

ト
妊

娠
6
～

1
5
 日

強
制

経
口

投
与

母
動

物
：
体

重
増

加
抑

制
及

び
摂

餌
量

減
少

(妊
娠

6
～

8
 日

)
N

O
A

E
L

2
0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

要
-
0
1
1

ブ
ロ

マ
シ

ル
-
(-

)
ブ

ロ
マ

シ
ル

H
2
8
.5

.1
7

 ブ
ロ

マ
シ

ル
の

投
与

に
よ

る
影

響
は

、
主

に
体

重
（
増

加
抑

制
）
、

肝
臓

（
重

量
増

加
、

肝
細

胞
肥

大
等

）
及

び
精

巣
（
精

巣
萎

縮
、

精
母

細
胞

壊
死

等
：
マ

ウ
ス

）
に

認
め

ら
れ

た
。

繁
殖

能
に

対
す

る
影

響
、

催
奇

形
性

及
び

生
体

に
お

い
て

問
題

と
な

る
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
マ

ウ
ス

を
用

い
た

発
が

ん
性

試
験

に
お

い
て

、
肝

細
胞

腺
腫

及
び

癌
の

合
計

の
発

生
頻

度
が

増
加

し
た

が
、

腫
瘍

の
発

生
機

序
は

遺
伝

毒
性

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

よ
る

も
の

と
は

考
え

難
く
、

評
価

に
あ

た
り

閾
値

を
設

定
す

る
こ

と
は

可
能

と
考

え
ら

れ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

ブ
ロ

マ
シ

ル
（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
 各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

1
.9

6
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

 1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

1
9
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
ブ

ロ
マ

シ
ル

の
単

回
経

口
投

与
等

に
よ

り
生

じ
る

可
能

性
の

あ
る

毒
性

影
響

に
対

す
る

無
毒

性
量

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
発

生
毒

性
試

験
で

得
ら

れ
た

2
0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0

で
除

し
た

0
.2

 m
g/

kg
 体

重
を

急
性

参
照

用
量

（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

 ブ
ロ

マ
シ

ル
（
除

草
剤

）
（
平

成
2
4
年

1
2
月

1
4
日

改
訂

）
：
デ

ュ
ポ

ン
株

式
会

社
、

一
部

公
表

 ;
 U

S
 E

P
A

：
R

e
re

gi
st

ra
ti
o
n
 E

lig
ib

ili
ty

 D
e
c
is

io
n
 (
R

E
D

)
B

ro
m

ac
il 

(1
9
9
8
)

要
-
0
0
2

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

0
.1

(-
)

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

（
第

３
版

）

H
2
8
.7

.1
2

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

投
与

に
よ

る
影

響
は

、
主

に
神

経
系

（
振

戦
等

）
及

び
体

重
（
増

加
抑

制
）
に

認
め

ら
れ

た
。

発
が

ん
性

、
繁

殖
能

に
対

す
る

影
響

、
催

奇
形

性
、

発
達

神
経

毒
性

、
免

疫
毒

性
及

び
生

体
に

お
い

て
問

題
と

な
る

遺
伝

毒
性

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
急

性
神

経
毒

性
試

験
に

お
い

て
、

振
戦

、
運

動
能

及
び

移
動

運
動

能
低

下
等

が
認

め
ら

れ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

（
親

化
合

物
の

み
）
、

畜
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

及
び

6
-
ク

ロ
ロ

ピ
リ

ジ
ル

基
を

有
す

る
代

謝
物

と
し

た
。

 各
試

験
で

得
ら

れ
た

無
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

5
.7

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

5
7
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
し

た
。

ま
た

、
イ

ミ
ダ

ク
ロ

プ
リ

ド
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
マ

ウ
ス

及
び

ウ
サ

ギ
を

用
い

た
一

般
薬

理
試

験
並

び
に

マ
ウ

ス
を

用
い

た
急

性
毒

性
試

験
の

1
0
 m

g/
kg

 体
重

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.1

 m
g/

kg
 体

重
を

急
性

参
照

用
量

（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

イ
ミ

ダ
ク

ロ
プ

リ
ド

（
殺

虫
剤

）
（
平

成
1
8
年

9
月

8
日

改
訂

）
：
バ

イ
エ

ル
ク

ロ
ッ

プ
サ

イ
エ

ン
ス

株
式

会
社

、
2
0
0
6
年

、
一

部
公

表
 ;
 J

M
P

R
：
”
im

id
ac

lo
p
ri
d
”

P
e
st

ic
id

e
 r

e
si

d
u
e
s 

in
 f
o
o
d
 -

 2
0
0
1
 e

va
lu

at
io

n
s.

 P
ar

t 
II-

 T
o
xi

c
o
lo

gi
c
al

. 
2
0
0
2
, 
n
o
s 

9
8
0
-
9
9
2
 o

n
 I
N

C
H

E
M

.(
2
0
0
2
) 
; 
U

S
 E

P
A

：
F
e
d
e
ra

l 
R

e
gi

st
e
r（

V
o
l.6

8
,

N
o
.1

1
4
, 
3
5
3
0
3
-
3
5
3
1
5
/
F
ri
d
ay

, 
J
u
n
e
 1

3
, 
2
0
0
3
 年

）
; 
農

薬
抄

録
イ

ミ
ダ

ク
ロ

プ
リ

ド
（
殺

虫
剤

）
（
平

成
2
1
年

7
月

3
1
日

改
訂

）
：
バ

イ
エ

ル
ク

ロ
ッ

プ
サ

イ
エ

ン
ス

株
式

会
社

、
2
0
0
9
年

、
一

部
公

表
 ;
 農

薬
抄

録
イ

ミ
ダ

ク
ロ

プ
リ

ド
（
殺

虫
剤

）
（
平

成
2
5
年

1
0
月

8
日

改
訂

）
：
バ

イ
エ

ル
ク

ロ
ッ

プ
サ

イ
エ

ン
ス

株
式

会
社

、
2
0
1
3
年

、
一

部
公

表
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内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
0
.0

0
8
5

m
g/

kg
 体

重
/
日

ラ
ッ

ト
2
年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
混

餌
投

与
雌

雄
：
近

位
尿

細
管

褐
色

色
素

沈
着

等
 （

雄
で

肝
細

胞
腺

腫
増

加
）

N
O

A
E
L

0
.8

5
種

差
1
0
、

個
体

差
1
0

A
R

fD
①

0
.2

 m
g/

kg
 体

重
(一

般
の

集
団

)
②

0
.0

9
 m

g/
kg

 体
重

(妊
婦

又
は

妊
娠

し
て

い
る

可
能

性
の

あ
る

女
性

)

ラ
ッ

ト

①
発

生
毒

性
試

験 ②
繁

殖
試

験

①
妊

娠
6
～

1
5

日 ②
2
 世

代

①
強

制
経

口 ②
混

餌

①
母

動
物

：
体

重
減

少
（
妊

娠
6
～

7
 日

）
②

児
動

物
：
腎

盂
拡

張
N

O
A

E
L

①
2
0

②
9
.0

0
種

差
1
0
、

個
体

差
1
0

他
-
0
3
7

シ
メ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
0
.0

2
シ

メ
コ

ナ
ゾ

ー
ル

H
2
8
.2

.2
3

シ
メ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
投

与
に

よ
る

影
響

は
主

に
肝

臓
（
小

葉
中

心
性

肝
細

胞
肥

大
等

）
に

認
め

ら
れ

た
。

遺
伝

毒
性

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

発
が

ん
性

試
験

に
お

い
て

、
雄

ラ
ッ

ト
及

び
雌

雄
マ

ウ
ス

で
肝

細
胞

腺
腫

の
発

生
頻

度
の

増
加

が
み

ら
れ

た
が

、
発

生
機

序
は

遺
伝

毒
性

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

は
考

え
難

く
、

本
剤

の
評

価
に

当
た

り
閾

値
を

設
定

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 世

代
繁

殖
試

験
に

お
い

て
、

出
産

率
の

低
下

及
び

児
動

物
の

腎
盂

拡
張

が
認

め
ら

れ
た

。
追

加
で

実
施

さ
れ

た
「
胎

児
又

は
哺

育
児

の
腎

臓
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
試

験
（
1
 世

代
繁

殖
試

験
）
」
等

の
結

果
、

腎
盂

拡
張

に
つ

い
て

は
、

妊
娠

（
胎

生
）
後

期
に

発
現

す
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
レ

ニ
ン

/
ア

ン
ギ

オ
テ

ン
シ

ン
系

に
及

ぼ
す

影
響

に
起

因
す

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
ま

た
、

発
生

毒
性

試
験

に
お

い
て

、
ラ

ッ
ト

で
は

骨
格

変
異

の
増

加
が

認
め

ら
れ

た
が

、
奇

形
の

増
加

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

ウ
サ

ギ
で

は
胎

児
に

影
響

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

各
種

試
験

結
果

か
ら

、
農

産
物

及
び

魚
介

類
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

シ
メ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

0
.8

5
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

の
で

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

0
8
5
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

シ
メ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
又

は
最

小
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
2
 世

代
繁

殖
試

験
の

9
.0

0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

り
、

認
め

ら
れ

た
所

見
は

児
動

物
の

腎
盂

拡
張

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
妊

婦
又

は
妊

娠
し

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
女

性
に

対
す

る
急

性
参

照
用

量
（
A

R
fD

）
は

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

9
 m

g/
kg

 体
重

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
一

般
の

集
団

に
対

し
て

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
発

生
毒

性
試

験
の

無
毒

性
量

で
あ

る
2
0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
根

拠
と

し
て

、
安

全
係

数
1
0
0
 で

除
し

た
0
.2

 m
g/

kg
 体

重
を

A
R

fD
 と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

シ
メ

コ
ナ

ゾ
ー

ル
（
殺

菌
剤

）
（
平

成
1
8
 年

1
2
 月

2
1
 日

改
訂

）
：
三

共
ア

グ
ロ

株
式

会
社

、
一

部
公

表
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内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I
0
.0

1
4
 m

g/
kg

 体
重

/
日

ラ
ッ

ト
2
年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
混

餌
雌

雄
：
小

葉
中

心
性

肝
細

胞
脂

肪
化

 （
発

が
ん

性
は

認
め

ら
れ

な
い

）
N

O
A

E
L

1
.4

0
種

差
1
0
、

個
体

差
1
0

A
R

fD
0
.2

5
 m

g/
kg

 体
重

ラ
ッ

ト
ウ

サ
ギ

発
生

毒
性

試
験

妊
娠

6
～

1
5
 日

妊
娠

7
～

1
9
 日

強
制

経
口

投
与

ラ
ッ

ト
；
母

動
物

：
体

重
増

加
抑

制
等

 胎
児

：
低

体
重

（
催

奇
形

性
は

認
め

ら
れ

な
い

）
ウ

サ
ギ

；
母

動
物

：
削

痩
等

胎
児

：
低

体
重

 （
催

奇
形

性
は

認
め

ら
れ

な
い

）

N
O

A
E
L

2
5

種
差

1
0
、

個
体

差
1
0

他
-
0
4
6

チ
フ

ル
ザ

ミ
ド

0
.0

4
チ

フ
ル

ザ
ミ

ド

H
2
8
.1

.2
6

各
試

験
で

得
ら

れ
た

無
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

1
.4

0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

1
4
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
チ

フ
ル

ザ
ミ

ド
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

及
び

ウ
サ

ギ
を

用
い

た
発

生
毒

性
試

験
の

2
5
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.2

5
 m

g/
kg

 体
重

を
急

性
参

照
用

量
（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

チ
フ

ル
ザ

ミ
ド

（
殺

菌
剤

）
（
平

成
 2

2
 年

5
 月

1
7
 日

改
訂

）
：
日

産
化

学
工

業
株

式
会

社
、

一
部

公
表

 ；
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

飼
料

混
入

投
与

に
よ

る
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
（
G

L
P

 対
応

）
、

モ
ン

サ
ン

ト
社

環
境

衛
生

研
究

所
（
米

国
）
、

1
9
9
2
 年

、
未

公
表

 ；
農

薬
抄

録
チ

フ
ル

ザ
ミ

ド
（
殺

菌
剤

）
（
平

成
 2

3
 年

1
1
 月

8
 日

改
訂

）
：
日

産
化

学
工

業
株

式
会

社
、

一
部

公
表

 ；
食

品
健

康
影

響
評

価
に

係
る

追
加

資
料

の
提

出
に

つ
い

て
（
チ

フ
ル

ザ
ミ

ド
）
：
日

産
化

学
工

業
株

式
会

社
、

未
公

表
 ；

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
催

奇
形

性
試

験
（
G

L
P

 対
応

）
：
ウ

ィ
ル

・
リ

サ
ー

チ
・
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
ズ

社
（
米

国
）
、

1
9
9
0
 年

、
未

公
表

 ；
 ウ

サ
ギ

を
用

い
た

催
奇

形
性

試
験

（
G

L
P

 対
応

）
：
ウ

ィ
ル

・
リ

サ
ー

チ
・
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
ズ

社
（
米

国
）
、

1
9
9
1
 年

、
未

公
表
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内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
: 
0
.0

1
6
 m

g/
kg

体
重

/
日

繁
殖

試
験

ラ
ッ

ト
2
世

代
混

餌
投

与

親
動

物
 雄

：
脾

う
っ

血
増

加
 雌

：
軽

度
の

脾
髄

外
造

血
亢

進
 ;
 児

動
物

：
毒

性
所

見
な

し
 (
繁

殖
能

に
対

す
る

影
響

は
認

め
ら

れ
な

い
)

N
O

A
E
L

1
.6

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
: 
設

定
な

し

他
-
0
5
0

テ
ブ

フ
ェ

ノ
ジ

ド
0
.0

4
(-

)
テ

ブ
フ

ェ
ノ

ジ
ド

（
第

２
版

）

H
2
8
.5

.1
7

テ
ブ

フ
ェ

ノ
ジ

ド
投

与
に

よ
る

影
響

は
、

主
に

血
液

（
溶

血
性

貧
血

、
メ

ト
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
血

症
等

）
及

び
体

重
（
増

加
抑

制
）
に

認
め

ら
れ

た
。

発
が

ん
性

、
催

奇
形

性
、

遺
伝

毒
性

及
び

免
疫

毒
性

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

2
 世

代
繁

殖
試

験
に

お
い

て
、

非
出

産
率

増
加

並
び

に
平

均
出

生
児

数
及

び
平

均
生

存
児

数
の

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
及

び
魚

介
類

中
の

暴
露

評
価

対
象

物
質

を
テ

ブ
フ

ェ
ノ

ジ
ド

（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
各

試
験

の
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 世

代
繁

殖
試

験
②

の
1
.6

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

1
6
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
し

た
。

ま
た

、
テ

ブ
フ

ェ
ノ

ジ
ド

投
与

に
よ

り
認

め
ら

れ
た

メ
ト

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

血
症

に
つ

い
て

は
、

総
合

的
に

検
討

し
た

結
果

、
単

回
投

与
に

よ
り

生
ず

る
と

は
考

え
難

い
と

判
断

し
た

。
テ

ブ
フ

ェ
ノ

ジ
ド

の
単

回
経

口
投

与
等

に
よ

り
生

ず
る

可
能

性
の

あ
る

毒
性

影
響

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、

急
性

参
照

用
量

（
A

R
fD

）
は

設
定

す
る

必
要

が
な

い
と

判
断

し
た

。

農
薬

抄
録

テ
ブ

フ
ェ

ノ
ジ

ド
(殺

虫
剤

)(
平

成
1
9
 年

3
 月

8
 日

改
訂

)：
テ

ブ
フ

ェ
ノ

ジ
ド

研
究

会
､ダ

ウ
･ケ

ミ
カ

ル
日

本
株

式
会

社
､日

本
農

薬
株

式
会

社
､北

興
化

学
工

業
株

式
会

社
、

一
部

公
表

資料2参考　- 7-



　
内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
: 
0
.0

1
5
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌
投

与

雄
：
肝

絶
対

及
び

比
重

量
増

加
等

/
雌

：
小

葉
中

心
性

肝
細

胞
肥

大
等

（
発

が
ん

性
は

認
め

ら
れ

な
い

）

L
O

A
E
L

4
.6

3
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

最
小

毒
性

量
を

用
い

た
こ

と
に

よ
る

追
加

係
数

：
3
)

A
R

fD
 :
 0

.2
5
 m

g/
kg

体
重

急
性

神
経

毒
性

試
験

ラ
ッ

ト
単

回
強

制
経

口
雌

雄
：
活

動
性

低
下

、
前

肢
握

力
低

下
等

N
O

A
E
L

2
5

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
D

I 
: 
0
.5

3
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌
投

与
雌

雄
：
体

重
増

加
抑

制
N

O
A

E
L

5
3
.7

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 0

.6
 m

g/
kg

体
重

亜
急

性
毒

性
及

び
慢

性
毒

性
試

験
の

総
合

評
価

イ
ヌ

2
8
 日

間
及

び
1

年
間

強
制

経
口

2
8
 日

間
亜

急
性

毒
性

試
験

：
雌

雄
：
活

動
低

下
及

び
瞳

孔
散

大
等

 ;
 1

年
間

慢
性

毒
性

試
験

雌
雄

：
毒

性
所

見
な

し

N
O

A
E
L

6
0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

他
-
0
5
5

ニ
テ

ン
ピ

ラ
ム

1
.3

(-
)

ニ
テ

ン
ピ

ラ
ム

H
2
8
.5

.1
7

ニ
テ

ン
ピ

ラ
ム

投
与

に
よ

る
影

響
は

、
主

に
体

重
（
増

加
抑

制
）
に

認
め

ら
れ

た
。

発
が

ん
性

、
催

奇
形

性
及

び
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

繁
殖

試
験

に
お

い
て

、
着

床
数

減
少

及
び

出
生

児
数

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

ニ
テ

ン
ピ

ラ
ム

（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
 各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

5
3
.7

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.5

3
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
ニ

テ
ン

ピ
ラ

ム
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
イ

ヌ
を

用
い

た
2
8
 日

間
亜

急
性

毒
性

試
験

及
び

1
 年

間
慢

性
毒

性
試

験
の

総
合

評
価

に
お

い
て

得
ら

れ
た

6
0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
安

全
係

数
1
0
0
 で

除
し

た
0
.6

 m
g/

kg
 体

重
を

急
性

参
照

用
量

（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

 ニ
テ

ン
ピ

ラ
ム

（
殺

虫
剤

）
（
平

成
2
7
 年

1
 月

1
4
 日

改
訂

）
：
住

友
化

学
株

式
会

社
、

一
部

公
表

他
-
0
5
2

ト
リ

フ
ル

ミ
ゾ

ー
ル

-
(-

)
ト

リ
フ

ル
ミ

ゾ
ー

ル
（
第

２
版

）

H
2
8
.5

.1
7

 ト
リ

フ
ル

ミ
ゾ

ー
ル

投
与

に
よ

る
影

響
は

、
主

に
体

重
（
増

加
抑

制
）
及

び
肝

臓
（
肝

細
胞

肥
大

等
）
に

認
め

ら
れ

た
。

発
が

ん
性

、
催

奇
形

性
及

び
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

急
性

神
経

毒
性

試
験

に
お

い
て

、
活

動
性

低
下

、
常

同
活

動
の

減
少

等
が

認
め

ら
れ

た
が

、
9
0
 日

間
亜

急
性

神
経

毒
性

試
験

に
お

い
て

は
神

経
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

繁
殖

試
験

及
び

発
生

毒
性

試
験

に
お

い
て

胎
盤

重
量

増
加

等
が

み
ら

れ
た

。
機

序
検

討
試

験
で

は
血

中
エ

ス
ト

ラ
ジ

オ
ー

ル
濃

度
の

低
下

傾
向

や
テ

ス
ト

ス
テ

ロ
ン

上
昇

が
認

め
ら

れ
た

。
こ

れ
ら

の
影

響
は

イ
ミ

ダ
ゾ

ー
ル

系
殺

菌
剤

に
み

ら
れ

る
ア

ロ
マ

タ
ー

ゼ
阻

害
に

よ
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

各
種

試
験

結
果

か
ら

、
農

産
物

、
畜

産
物

及
び

魚
介

類
中

の
暴

露
評

価
対

象
物

質
を

ト
リ

フ
ル

ミ
ゾ

ー
ル

（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
 各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
又

は
最

小
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

雄
の

無
毒

性
量

3
.7

 m
g/

kg
 体

重
/

日
で

あ
っ

た
。

こ
れ

を
根

拠
に

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
場

合
、

一
日

摂
取

許
容

量
（
A

D
I）

と
し

て
0
.0

3
7
 m

g/
kg

 体
重

/
日

が
算

出
さ

れ
る

。
一

方
、

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

雌
に

お
い

て
無

毒
性

量
が

得
ら

れ
て

お
ら

ず
、

最
小

毒
性

量
は

4
.6

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

。
こ

の
最

小
毒

性
量

で
観

察
さ

れ
た

肝
毒

性
の

程
度

が
軽

度
で

あ
る

た
め

、
こ

の
最

小
毒

性
量

を
根

拠
に

A
D

I 
を

設
定

し
た

場
合

の
追

加
の

安
全

係
数

は
3
 が

適
当

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
A

D
I 
は

0
.0

1
5
 m

g/
kg

 体
重

/
日

と
算

出
さ

れ
る

。
こ

の
値

は
2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

雄
を

根
拠

と
し

た
場

合
の

0
.0

3
7
 m

g/
kg

 体
重

/
日

よ
り

低
い

値
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
食

品
安

全
委

員
会

は
2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

雌
の

最
小

毒
性

量
を

用
い

て
A

D
I 
を

設
定

す
る

こ
と

が
適

切
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

し
た

が
っ

て
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

雌
の

最
小

毒
性

量
で

あ
る

4
.6

 m
g/

kg
 体

重
/
日

を
根

拠
と

し
て

、
安

全
係

数
3
0
0
（
種

差
：
1
0
、

個
体

差
：
1
0
、

最
小

毒
性

量
を

用
い

た
こ

と
に

よ
る

追
加

係
数

：
3
）
で

除
し

た
0
.0

1
5
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
A

D
I 
と

設
定

し
た

。
ま

た
、

ト
リ

フ
ル

ミ
ゾ

ー
ル

の
単

回
経

口
投

与
等

に
よ

り
生

ず
る

可
能

性
の

あ
る

毒
性

影
響

に
対

す
る

無
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
、

ラ
ッ

ト
を

用
い

た
急

性
神

経
毒

性
試

験
の

2
5
 m

g/
kg

 体
重

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.2

5
 m

g/
kg

 体
重

を
急

性
参

照
用

量
（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

ト
リ

フ
ル

ミ
ゾ

ー
ル

（
殺

菌
剤

）
（
平

成
2
2
年

3
月

8
日

改
訂

）
：
日

本
曹

達
株

式
会

社
、

一
部

公
表

 ;
 農

薬
抄

録
 ト

リ
フ

ル
ミ

ゾ
ー

ル
（
殺

菌
剤

）
（
平

成
2
5
年

5
月

3
1

日
改

訂
）
：
日

本
曹

達
株

式
会

社
、

2
0
1
3
 年

、
一

部
公

表
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内

閣
府

食
品

安
全

委
員

会
に

お
け

る
評

価
の

概
要

試
験

種
類

動
物

種
期

間
投

与
方

法
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

種
類

値
(m

g/
kg

体
重

/
日

)

基
準

項
目

等
番

号
項

目
名

水
質

基
準

等
(m

g/
L
以

下
)

(備
考

)

食
品

安
全

委
員

会
評

価
評

価
品

目
名

(評
価

書
版

評
価

結
果

(T
D

I、
A

D
I 
等

)

試
験

/
根

拠
デ

ー
タ

不
確

実
係

数
評

価
結

果
通

知
日

A
D

I 
: 
0
.0

2
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

/
発

が
ん

性
併

合
試

験
ラ

ッ
ト

2
年

間
混

餌
投

与

雄
：
脂

肪
変

性
を

伴
う

肝
細

胞
肥

大
 ;
 雌

：
体

重
増

加
抑

制
、

脂
肪

変
性

を
伴

う
肝

細
胞

肥
大

等
  
（
発

が
ん

性
は

認
め

ら
れ

な
い

）

N
O

A
E
L

2
.0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 0

.3
 m

g/
kg

体
重

急
性

神
経

毒
性

試
験

ラ
ッ

ト
単

回
経

口
投

与
雄

：
体

重
増

加
抑

制
及

び
体

温
低

下
 ;
 雌

：
自

発
運

動
量

低
下

N
O

A
E
L

3
0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
D

I 
: 
0
.0

4
4
 m

g/
kg

体
重

/
日

慢
性

毒
性

試
験

ラ
ッ

ト
2
年

間
混

餌
投

与
雄

：
G

G
T
 増

加
  
雌

：
T
.

C
h
o
l 
増

加
等

N
O

A
E
L

4
.4

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

A
R

fD
 :
 3

 m
g/

kg
 体

重
発

生
毒

性
試

験
ウ

サ
ギ

妊
娠

7
～

2
8
 日

強
制

経
口

投
与

母
動

物
：
体

重
減

少
/
体

重
増

加
抑

制
及

び
摂

餌
量

減
少

N
O

A
E
L

3
0
0

1
0
0
(種

差
1
0
、

個
体

差
1
0
、

-
)

他
-
0
7
9

ボ
ス

カ
リ

ド
0
.1

(-
)

ボ
ス

カ
リ

ド
（
第

5
版

）

H
2
8
.9

.2
7

 ボ
ス

カ
リ

ド
投

与
に

よ
る

影
響

は
主

に
甲

状
腺

（
び

漫
性

ろ
胞

細
胞

肥
大

等
）
及

び
肝

臓
（
小

葉
中

心
性

肝
細

胞
肥

大
等

）
に

認
め

ら
れ

た
。

神
経

毒
性

、
繁

殖
能

に
対

す
る

影
響

、
催

奇
形

性
、

発
達

神
経

毒
性

、
免

疫
毒

性
及

び
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
発

が
ん

性
試

験
に

お
い

て
、

甲
状

腺
ろ

胞
細

胞
腺

腫
の

増
加

傾
向

が
認

め
ら

れ
た

が
、

遺
伝

毒
性

試
験

の
結

果
は

全
て

陰
性

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
腫

瘍
の

発
生

機
序

は
遺

伝
毒

性
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
は

考
え

難
く
、

評
価

に
当

た
り

閾
値

を
設

定
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

各
種

試
験

結
果

か
ら

、
農

産
物

中
の

暴
露

評
価

対
象

物
質

を
ボ

ス
カ

リ
ド

（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
年

間
慢

性
毒

性
試

験
の

4
.4

 m
g/

kg
体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
で

除
し

た
0
.0

4
4
 m

g/
kg

体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

ま
た

、
ボ

ス
カ

リ
ド

の
単

回
経

口
投

与
等

に
よ

り
生

ず
る

可
能

性
の

あ
る

毒
性

影
響

に
対

す
る

無
毒

性
量

の
う

ち
最

小
値

は
、

ウ
サ

ギ
を

用
い

た
発

生
毒

性
試

験
で

得
ら

れ
た

母
動

物
の

3
0
0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
安

全
係

数
1
0
0
 で

除
し

た
3
 m

g/
kg

 体
重

を
急

性
参

照
用

量
（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

W
is

ta
r 

系
ラ

ッ
ト

に
お

け
る

 2
4
 ヶ

月
間

経
口

慢
性

毒
性

試
験

（
G

L
P

 対
応

）
：
B

A
S
F
 毒

性
研

究
所

（
独

）
、

2
0
0
1
 年

、
未

公
表

；
ボ

ス
カ

リ
ド

の
安

全
性

評
価

資
料

－
回

答
資

料
（
平

成
 1

6
 年

 2
 月

 1
8
 日

）
－

：
B

A
S
F
 ア

グ
ロ

株
式

会
社

、
2
0
0
4
 年

、
未

公
表

；
ウ

サ
ギ

を
用

い
た

催
奇

形
性

試
験

（
G

L
P

 対
応

）
：
B

A
S
F
 毒

性
研

究
所

（
独

）
、

2
0
0
0
 年

、
未

公
表

他
-
0
5
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パ
ク

ロ
ブ

ト
ラ

ゾ
ー

ル
0
.0

5
(-

)
パ

ク
ロ

ブ
ト

ラ
ゾ

ー
ル

（
第

２
版

）

H
2
8
.9

.6

パ
ク

ロ
ブ

ト
ラ

ゾ
ー

ル
投

与
に

よ
る

影
響

は
、

主
に

体
重

（
増

加
抑

制
）
及

び
肝

臓
（
重

量
増

加
、

肝
細

胞
脂

肪
変

性
等

）
に

認
め

ら
れ

た
。

発
が

ん
性

、
繁

殖
能

に
対

す
る

影
響

、
催

奇
形

性
及

び
遺

伝
毒

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
各

種
試

験
結

果
か

ら
、

農
産

物
及

び
魚

介
類

中
の

暴
露

評
価

対
象

物
質

を
パ

ク
ロ

ブ
ト

ラ
ゾ

ー
ル

（
親

化
合

物
の

み
）
と

設
定

し
た

。
 各

試
験

で
得

ら
れ

た
無

毒
性

量
の

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

2
 年

間
慢

性
毒

性
/
発

が
ん

性
併

合
試

験
の

2
.0

 m
g/

kg
 体

重
/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.0

2
 m

g/
kg

 体
重

/
日

を
一

日
摂

取
許

容
量

（
A

D
I）

と
設

定
し

た
。

パ
ク

ロ
ブ

ト
ラ

ゾ
ー

ル
の

単
回

経
口

投
与

等
に

よ
り

生
ず

る
可

能
性

の
あ

る
毒

性
影

響
に

対
す

る
無

毒
性

量
の

う
ち

最
小

値
は

、
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

急
性

神
経

毒
性

試
験

の
3
0
 m

g/
kg

 体
重

/
日

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

根
拠

と
し

て
、

安
全

係
数

1
0
0
 で

除
し

た
0
.3

 m
g/

kg
 体

重
を

急
性

参
照

用
量

（
A

R
fD

）
と

設
定

し
た

。

農
薬

抄
録

パ
ク

ロ
ブ

ト
ラ

ゾ
ー

ル
（
植

物
成

長
調

整
剤

）
（
平

成
1
9
年

7
月

3
1
日

改
定

）
：
シ

ン
ジ

ェ
ン

タ
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

急
性

神
経

毒
性

試
験

（
G

L
P

 対
応

）
：
H

ar
la

n
 L

ab
o
ra

to
ri
e
s、

2
0
0
6
 年

、
未

公
表
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